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株式会社スペック

ࣾでは、導体෧ࢭ金型やथࢷ金型、ゴム金型ͳͲ精
密金型へのメッキや֤छ基材へのコーティング加工を手͕け
ている。平成 2� 、ม࣭͕গͳ͘、៛密ͳ金属被膜や
有機ൽ膜͕ಘΒれるコールドスプレー装置を導入した。コー
ルドスプレーとは、༹ࣹ技術の一ͭで作動ガスの力により、
粉末ཻ子を༹ղさせͣにݻ体の··高速で、基材にਧき付
けて製膜するプロセスのことで͋る。

ࣾは、平成 2� ʙ 2� 度にࡁܦ産業ল「地域イノベー
ション出研究開発事業」において、コールドスプレー技術
による高Թ耐৯ൽ膜をࢪした、次世代࣭バイオマス೩ম
装置の開発に取り組み、この成Ռは事業ऴྃޙ、࣭ペレッ
トストーブの೩ম部品に採用され、商品化している。

自વエネルギーの活用͕શࠃ的に注目されるͳ͔、࣭
バイオマスボイラーのधཁはޙࠓ拡大するとݟ込·れてお
り、岩手ݝで平成 �5 より「いΘて࣭バイオマスエネ
ルギー利用拡大プラン」をܧଓして採択している΄͔、
設等でのࢪ活用のଆ面͔Β、ެ共ݯ෮興に͏地域資ࡂ
࣭バイオマスボイラーのੵ極的ͳ採用͕༧される。

これΒをഎܠに、一ൠՈఉͳͲで使Θれる小型ペレットス
トーブにൺ、աࠅͳ೩ম条件に͋る大نバイオマスボ
イラーに適応する高Թ耐৯ൽ膜をڅڙするため、ຊ事業に
より製膜効率の高い新たͳコールドスプレー装置の開発に
取り組Μͩ。

1. 実施した経緯 2. 実施した内容

製膜効率の高い新たͳコールドスプレー装置の開発は、
岩手ݝ工業技術センターのڠ力をಘͳ͕Βͬߦた。コールド
スプレー装置は大き͘低ѹ型と高ѹ型にྨされ、装置自
体͕ൺֱ的҆価で、͔ͭガスফඅ量͕গͳ ラ͘ンニングコス
トに༏る低ѹ型をベースとして開発することとした。͕ࣾ
現有しているコールドスプレー装置は、ガスԹ度は ���ˆ
程度·で、ガスѹ力は ���L1a（キロパスカル）程度·で
と使用制͕͋ݶり、ਧき付けた粉末ཻ子と基材との密ண力
や製膜効率に難͕͋ͬた。密ண力の改善と製膜効率を向
上させるためには、ガスѹ力の૿加とガスԹ度の上ঢ͕ඞ
ཁで͋り、低ѹ型装置を基ຊとしてガスԹ度を ���ˆ、ガ
スѹ力を ���L1a 程度·でҾき上げることを目ࢦした。

ࣾのैདྷ機は、アメリカ製の༌入品で͋ͬたため、部
品の入手に͔͔͕ͬؒ࣌たことや高ֹで͋ͬたこと͔Β、新
たに製作する装置は、ࠃ内産部品を使用し、コストをえ
た装置とすることとした。コールドスプレー装置の構成部品
の͏ͪ、スプレー用ロボット、粉末څڙ装置、集ਖ機、ώー
ター等は市ൢ品͔Βൽ膜製造に適した部品をબ定。スプレー
ノズル部と制御装置は市ൢ品の使用には難͕͋ͬたため設
計、製作することとし仕༷を検౼した。この݁Ռ、粉末ڙ
仕༷をຬたすのは、スイス製のみで͋ͬたٻ装置のཁڅ
のの、これを組み込Μͩ装置製作අは市ൢ品価格の �ʗ3 ʙ
�ʗ� 程度でࡁみ、低コスト化を実現した。動作確ೝ、試運
సをߦい、不具合Օ所に改善をࢪし、ॳ目ඪのガスԹ度

Ռ
市販されている装置の 1／3～ 1／4
のコストで、製膜効率を向上させ
た、新たなコールドスプレー装置
の開発に成功。新装置の生産転用
が始まっている。

Ңܦ
今後需要拡大が見込まれる木質バイオ
マスボイラーの燃焼部品について、過
酷な燃焼条件に耐える皮膜の実現とコ
ストダウンを目指し、新たなコールド
スプレー装置の開発を行う。

༰ࢪ࣮
性能を精査した国内産部品を使用し、
低コストで製膜効率の高い新型コール
ドスプレー装置を開発。試験運転を行
い、その結果を分析し製膜効率の改善
に取り組んだ。
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3. 取り組みの成果

4. 今後の取り組み

ࣾはຊ事業により、市ൢの装置にൺ、低コストでै
དྷ機の製膜効率を上ճるコールドスプレー装置を開発した。

新装置は、͕ࣾ製造しているペレットストーブの೩ম部
品の製膜に活用している。ൽ膜の耐久性の向上͔Βࢪ工部
品の拡大༧定されておりചり上げの向上にد༩しは͡めて
いる。

ࣾでは、高品࣭ͳ製品を低コストで製造する強みを活
͔し、現在受注しているペレットストーブの部品に加え、
ࣾのಠ自技術で͋る金型表面に型性を付༩するフッૉथ
コーティング（,Fࢷ コート）や、耐ຎ性を付༩する࣭ߗ
ൽ膜の製膜ల開計画している。·た、これ·で技術的に
対応͕難し͔ͬた大ن࣭バイオマスボイラーへの೩ম
部ൽ膜のڅڙにより、事業نの拡大を目ࢦしている。

エンドϢーβーや部品の発注者に高Թ耐久性能をೝࣝし
ていたͩ こ͘とはؒ࣌をཁする。装置製造コストの減を
受注単価にөさせるには量産品の受注͕ඞཁとͳるため、
は製品特性のप、ചり込みをਤりͳ͕Β量産品の受ޙࠓ
注にͭͳげていきたい。

産業機械

���ˆ、ガスѹ力 ���L1a をୡ成した。
この新装置により、ࣾで使用している原料粉末を用い、

製膜実ݧをͬߦた。この݁Ռを岩手ݝ工業技術センターで
ੳ・ධ価していたͩいたとこΖ、ैདྷ機では約 ��ЖN、
新装置では約 ���ЖN のൽ膜を形成していること͕明。

これはैདྷ機とൺ、製膜࣌のཻ子速度͕速·ͬたため
付ண率͕向上したとߟえΒれた。さΒにൽ膜断面のղੳ͔
Β、ཻ子速度の上ঢは៛密ͳൽ膜の形成にݙߩしている
こと͕Θ͔ͬた。

同࣌に࣭バイオマス೩ম器での高Թ耐久性能をした
試ݧͬߦた。新装置によりステンレス基材にൽ膜ࢪ工した
サンプルを作り、このൽ膜上面に೩মփを載せ、�5�ˆの
Լでڥ 2� した。このサンプルは؍をگ加し状ؒ࣌
೩মփを載せた部にएׯのม৭をみたのの、ൽ膜のଛ
ইは一ݟΒれͳ͔ͬた。一方、ൽ膜ࢪ工のͳいステンレ
ス基材は、೩মփを載せた部͕ஶし͘ଛইした。新装置
により製膜した高Թ耐৯ൽ膜は、大ن࣭バイオマスボ
イラーͳͲの高Թ೩মփڥԼで༏れた耐久性を示すこ
と͕確ೝされた。ޙࠓ、࣭バイオマスボイラーメーカー
のڠ力をいたͩき、実機での耐久性ධ価等にͭいて実ࢪ
する༧定で͋る。

本事業で開発したコールドスプレー装置。
粉末供給装置以外は、コスト面で優れる国内産部品を採用。

２つのタンクから、ニッケルとアルミの
粉末をスプレーノズルに供給する。

右が、ステンレス基材にコールドスプレー装置で高温耐食皮膜を施した部品。

伊藤乃代表取締役。新装置の導入で
事業規模の拡大を狙う。

半導体封止用金型などへのハードクロムメッキ処
理、ウレタンゴム金型などへのコールドスプレー処
理、ストーブ部品への耐熱皮膜処理等

低コストによる装置製造と製膜効率の向上は、高Թに耐
える༏れたൽ膜の提͕ڙ、低価格ൢചをՄ能とした。ࣾ
͕保有するコールドスプレー装置͕̎とͳͬたことにより、
ൽ膜による使いけ͕Մ能とͳり、工場のՔಇ率の向上に
ͭͳ͕ͬている。
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